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研究成果の概要（和文）：マレー語には数多くの地域変種が存在する。本研究では、その中で標準マレー語、サ
ラワク・マレー語（マレーシア）、ブルネイ・マレー語（マレーシア、ブルネイ）を中心に、マレー語地域変種
の受動文に見られる特徴を調べ、対照した。サラワク・マレー語では複数ある動作主の表現法の頻度が古典マレ
ー語に類似しているなど、地域変種を見ることで現代標準マレー語の様々な受動文の下位タイプがどのように発
達してきたかを明らかにすることができた。本研究では文法研究だけでなく、マレー語地域変種を扱う研究開
発・教育に利用可能な言語資源の開発も行った。マレー語変種コーパスを公開し、MALINDO Concから検索できる
ようにした。

研究成果の概要（英文）：The Malay language has numerous regional varieties. In this study, we 
examined and contrasted the features found in passive sentences of regional Malay varieties, 
focusing on Standard Malay, Sarawak Malay (Malaysia) and Brunei Malay (Malaysia and Brunei) among 
them. By looking at regional varieties, we were able to clarify how the various passive subtypes in 
Modern Standard Malay have developed. For instance, the frequency pattern of various ways of 
expressing passive agents in Sarawak Malay is similar to that in Classical Malay. In addition to 
grammatical research, this study also developed language resources that can be used for research, 
development and education dealing with regional Malay varieties. "Korpus Variasi Bahasa Melayu 
(Corpus of Malay Varieties)" was published and made searchable through MALINDO Conc.

研究分野：言語学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
マレー語の地域変種（方言）の研究は語彙や音の側面からの研究は多いが、文法に関する研究は少ない。本研究
はマレー語地域変種の文法、特に受動文に関する言語事実を明らかにした。また、古典マレー語やスンバワ語
（インドネシア）も考察の対象とすることで、マレー語やマレー語を含む関連言語の態の体系が歴史的にどのよ
うに発達してきたかについて仮説を提案した。
言語研究で収集される言語データは多くの場合公開されない。本研究では、データを「マレー語変種コーパス」
という形で一般公開した。また、紙時代の言語データのデジタル化・公開も行った。さらに、オンラインの検索
システムMALINDO Concから検索できるようにもした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 マレー語には数多くの地域変種が存在する。標準変種としては、マレーシア、シンガポール、
ブルネイの標準マレー語とインドネシアの標準インドネシア語がある。それに加え、これらの
国の各地に非標準変種（いわゆる方言）があり、主に話し言葉として用いられている。本研究
では、マレー語の 2つの標準変種といくつかの非標準変種を対象とし、受動文に関する対照研
究を行う（文法研究）。また、マレー語地域変種を扱う研究開発・教育に利用可能な、電子コ
ーパスおよび語彙資源を開発する（言語資源開発）。 
(1) 文法研究 
 マレー語の地域変種間で受動文（＝他動詞の動作主が非主語、被動者が主語となる構文）の
形式・用法に違いが存在するということは、先行研究により既に知られている。しかし、その
詳細について明確に対照・分析した研究は、管見の限り存在しなかった。 
(2) 語彙資源開発 
 頻度など計量的側面の研究には、一定量の自然発話データが必要である。また、マレー語は、
話者人口約 3億人の大言語であるものの、それに見合った言語資源が存在しなかった。 
 
２．研究の目的 
(1) 文法研究 
 本研究では、以下に述べる詳細項目について、地域変種間でどのような変異が存在するのか
を調べる。それを通じて、受動文に関して通言語的に可能な変異の範囲、マレー語受動文の通
時的変化のプロセス、それらの背後にある一般言語学的なメカニズムの解明を目指す。 
 マレー語の受動文には、他の多くの言語には見られない、複数の下位タイプが存在する

(Nomoto & Kartini 2014)。受動文はまず、動詞に明示的な受動標識が付加されるかどうかによ

り、di-受動文と裸受動文に分類できる。裸受動文では、明示的な動作主が常に動詞の直前に

生起する。di-受動文はさらに、動作主の表現方法により下位分類が可能である。現代標準マ

レー語では、明示的な動作主が生起しない隠在型、動作主名詞句が動詞の直後に生起する DP

型、動作主名詞句が前置詞 oleh「～によって」により導入される oleh型が存在する。 
 
di-受動文 

 隠在型： Dokumen  itu  sudah di-semak   [___]. 
 DP型： Dokumen  itu  sudah  di-semak   [ mereka].  
 oleh型： Dokumen  itu  sudah  di-semak   [oleh  mereka]. 

  document  that  already  PASS-check  by  them 
 「その書類はもう［（彼らによって）］チェックしてある。」 
裸受動文 

Dokumen  itu  sudah  [mereka]  semak. 

document  that  already  they  check 
「その書類はもう［彼らが］チェックしている。」 
 
①下位タイプの有無 
 上記の下位タイプに関して、地域変種による変異が存在する可能性がある。具体的には、さ
らに多くの下位タイプを持つ変種や、一部の下位タイプしか持たない変種の存在が考えられる。
例えば、古典マレー語の di-受動文には、動作主が動詞直後の 3人称代名詞と oleh前置詞句の
2 つにより表現される「ハイブリッド型」が存在した (Nomoto 2016)。このタイプは、現代の
標準変種では消失している。しかし、このタイプがまだ残っている地域変種があるかもしれな
い。また、裸受動文の動作主についても、地域変種の間に変異が見られる可能性がある。 
②下位タイプの頻度・使い分け 

  同じ下位タイプを共有する地域変種間で使用頻度に差がある可能性もある。例えば、di-受

動文で動作主を明示する際の通常の選択が DP型の変種と oleh型の変種が考えられる。 

③VS語順 

 現代の標準マレー語、標準インドネシア語では、受動文の語順は普通、上の例文のように

SVである。しかし、頻度は低いものの、VSの語順が生起することもある。古典マレー語では、



VS語順が一般的であった。VS語順が使用される頻度や環境については、複数の地域変種の対

照を通じて何らかの規則性が発見できる可能性がある。 
(2) 言語資源開発 
①コーパス 
 公開されているコーパスとしては、ライプツィヒ・コーパスコレクションに含まれるサブコ
ーパスが最大のものである。これは書き言葉のコーパスで、内容は新聞記事や Wikipedia など
に偏っている。話し言葉のコーパスは、研究代表者が関わって作成した標準マレー語のコーパ
ス「多言語話ことばコーパス（マレーシア語）」が存在する。本研究では、マレー語の地域変
種のデータ収集を行い、表記の統一や匿名化など、必要な編集・整形を行い、「マレー語変種
コーパス」として公開する。 
②語彙資源 
 複数の地域変種のデータを電子的に処理しようとするとき、同一項目の変種間での変異を整
理した語彙資源が有用である。本研究では、マレー語の地域変種間での同一語の変異形、対応
するコロケーション（複単語表現）のリストを作成し、公開する。後者については、マレー語
文章解析システム「マレー語チュウ太」でも複単語表現を扱えるようにし、研究成果をマレー
語教育の分野にも反映させる。 
 
３．研究の方法 
 文法研究は、文献調査、母語話者への聞き取り調査、コーパスを使った調査により行う。言
語資源開発のうち、コーパスの構築は、以下の 2つの方法により行う。第一に、イラストやテ
ーマを与えて母語話者に語ってもらい、その録音を文字化する。第二に、過去に紙媒体で出版
されたマレー語非標準変種の文字資料をデジタル化する。語彙資源は、その過程で発見した表
現を個別に整理することにより構築する。 
 
４．研究成果 
(1) 文法研究 
①下位タイプの有無 
 di-受動文の下位タイプについて、まとめると下の表 1のようになる。 
 
表 1 マレー語変種における di-受動文の下位タイプ 

変種 隠在型 DP型 oleh型 ハイブリッド型 

標準マレー語 〇 〇 〇 ✕  

古典マレー語 〇 〇 〇 〇 

サバ・マレー語 〇 〇 〇 ✕  

サラワク・マレー語 〇 〇 〇 ✕  

ブルネイ・マレー語 〇 〇 〇 ✕  

タンジュンパウ・クリンチ語 ✕  〇 ✕  ✕  

 
裸受動文については、上の変種ではすべてで DP 型しか存在しないが、スマトラ島のマレー系
言語であるブスマ語では裸受動文にハイブリッド型が存在する。また、関連言語のスンバワ語
でも裸受動文のハイブリッド型が可能であるという分析を提案した。下の例文では、動作主が
動詞の直前の人称代名詞=yaと lingで導かれる前置詞句の 2つの表現によって表されている。 
 
スンバワ語 (Shiohara 2016: 259) 
ka=ya=inóm kawa=nan ling nya Amin. 
PST=3SG=drink coffee=that by Mr. Amin 
「アミンはコーヒーを飲んだ。」  
 
di-受動文と裸受動文の双方に DP型とハイブリッド型が存在することは、両者の共通性を示す
とともに、両者を同一の態構文の下位分類であるとみなす根拠となる。 
②下位タイプの頻度・使い分け 
 サラワク・マレー語の di-受動文の 3 つの型の相対的頻度は DP 型が高く、古典マレー語に
類似することが分かった。また、サラワク・マレー語とブルネイ・マレー語の裸受動文は、他
の多くの変種と異なり、di-受動文のように動作主が動詞の直後に生起することも分かった。
さらに、サラワク・マレー語では di-受動文に 2 人称動作主がしばしば明示的に生起すること
も発見された。これらの特徴は、di-受動文と裸受動文の連続性やマレー語受動文の過去の姿
を反映するものと考えられる。 
③VS語順 



 ブルネイ・マレー語は、他の変種に比べて VS 語順の頻度が高く、古典マレー語に最も類似
することが分かった。（マレー語変種全体において VS 語順がどのような場合に生じるかにつ
いては詳しく調べることができなかった。） 
 以上①～③より、現代マレー語の様々な受動文の下位タイプについて以下のような発達過程
を提案した。 

 di-受動文は裸受動文をベースにまず DP型が存在した。 
 その後、DP型の動作主を重複する oleh前置詞句が共起し始めた（ハイブリッド型）。 
 ハイブリッド型の DP動作主に無形代名詞 proが頻出し、oleh型となった。 
 oleh前置詞句を伴わない隠在型が次第に一般的になった。 
 
(2) 言語資源開発 
①コーパス 
 以下のマレー語変種のデータを「マレー語変種コーパス」の一部として公開した。 

 標準口語マレー語（マレーシア） 
 サバ・マレー語（マレーシア） 
 サラワク・マレー語（マレーシア） 
 ブルネイ・マレー語（マレーシア、ブルネイ） 
 口語ジャカルタインドネシア語（インドネシア） 
ブルネイ・マレー語のデータには、Haji Abdul Hamid  & Palaniappan (1998)のデータも含まれる。
これは、 紙媒体で公開されていた言語資料を原著者の承諾を得てデジタル化したものである。
上記データはすべて形態情報を付与し、オンライン上のコーパス検索システム MALINDO 
Conc (https://malindo.aa-ken.jp/conc/) から検索できるようにした。他にも他の研究者の言語資源
を整備して、MALINDO Concで検索できるようにした。具体的には、Moeljadi (2014)の口語イ
ンドネシア語データと Mohd. Ali(2015)のサラワク・マレー語のデータである。今後もこのよ
うな形で他の研究者の協力を得つつ、さまざまなデータを共同で利用できるようにする取り組
みを続けていきたい。 
②語彙資源 
 標準マレー語の複単語表現を整理した。さらに、マレー語文章解析システム「マレー語チュ
ウ太」(https://malay.chuta.jp) において、複単語表現を検索できるようにした。（複数のマレー
語地域変種における複単語表現の対応リストは作成することができなかった。） 
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 １．著者名



2020年

2019年

2019年

2019年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.15026/94453

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著
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 ２．論文標題  ５．発行年
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有
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する
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 １．著者名
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する
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 １．著者名

10.15026/94179
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 ２．論文標題  ５．発行年
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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Wacana: Jurnal Ilmu Pengetahuan Budaya 122-148

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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Hiroki Nomoto 1
 １．著者名
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 オープンアクセス  国際共著
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 ４．巻
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 ２．発表標題

 ２．発表標題
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日本語教育学会

外国語教育学会

日本語教育学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
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Coding of active references in Malay varieties
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